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戸高恵美子．2009．ケミレスタウン―化学物質の人体汚染への対策．Endocrine Disrupter 
News letter. 12(1):2.  
 
 
５．報告書 

池上文雄（分担）．2009．天然物フラクション・化合物ライブラリーの構築－細胞傷害性と

保護性に基づく難病の治療薬開発を目指して-．平成 20 年度学術フロンティア推進事業研究

成果報告書．日本大学薬学部薬学研究所． 
 
宮崎良文（代表者）．2009．健康と癒しの森フォーラム IN ちば- 森林セラピーへのいざな

い-．千葉県農林水産部森林課開催結果報告書． 
 
宮崎良文（分担）．2009．第３分科会－木とひとの感性・生理応答－木を活かした快適な住

空間の創造とその総合的評価－．日本木材学会第 10 期研究分科会報告書． 
 
戸髙恵美子．2009．実証実験施設を用いたシックハウス症候群の原因物質特定と削減対策

に関する研究．平成 19 年度～平成 20 年度 科学研究費補助金（基盤研究（C））研究成果

報告書． 
 
戸髙恵美子．2009．2008 年度 ケミレスタウン 住居ラボ１・セキスイハウス棟研究報告



書． 
 
 
６．普及・実用記事 

池田英男．2009．施設園芸の発展と今後の方向．植物工場の現状と今後 1-2．全国農業組

合連合会（JA 全農）営農対策本部． 
 
池田英男．2009．栽植密度を高めると高収量を実現できる？ビニールと農園芸 235:21-24． 
 
國分 尚．2009．園芸．マンリョウ．いきいき 47 (1): 32． 
 
國分 尚．2009．園芸．イカリソウ．いきいき 47 (2): 32． 
 
國分 尚．2009．園芸．マツバボタン．いきいき 47 (3): 32． 
 
國分 尚．2009．園芸．シャクヤク．いきいき 47 (4): 32． 
 
國分 尚．2009．園芸．シュロチク．いきいき 47 (5): 32． 
 
國分 尚．2009．園芸．ギボウシ．いきいき 47 (6): 32． 
 
國分 尚．2009．園芸．ナツズイセン．いきいき 47 (7): 32． 
 
國分 尚．2009．園芸．ブーゲンビレア．いきいき 47 (8): 32． 
 
國分 尚．2009．園芸．ヤグルマギク．いきいき 47 (9): 32． 
 
三輪正幸．2009．NHK 趣味の園芸 3 月号．NHK 出版 82-86． 
 
三輪正幸．2009．NHK 趣味の園芸 11 月号．NHK 出版 20-27． 
 
宮崎良文．2009．論壇「森林セラピーの周辺」．森林技術 6 月号(807 号):2-6． 
 
宮崎良文．2009．ストレス社会における森林セラピーの可能性．国政ひろば 9 月号:6-7． 
 
宮崎良文．2009．書評 「森林医学 II」． 月刊保団連 9 月号:47． 



 
宮崎良文．2009．「森林セラピー基地」を体験しよう．春のけんこう：13-15． 
 
宮崎良文．2009．森林セラピーでリラックス．保健総合大百科：261-262． 
 
宮崎良文．2009．水に癒される大町温泉郷．じゃらん 7 月号：47． 
 
宮崎良文．2009．「森林セラピー基地」で元気になろう．夏のけんこう：13-15． 
 
宮崎良文．2009．書評 「森林医学 II」．プランツ＆ガーデン 141：74． 
 
宮崎良文．2009．ヒトは森林に入るだけでストレスが減りリラクスするようにできていま

す．Nikkei Health Premie 9 月号 17：60-61． 
 
宮崎良文．2009．「森林セラピー基地」で温泉に入ろう！．秋のけんこう：13-15． 
 
宮崎良文．2009．「森林セラピー基地」で冬の別世界を愉しもう！．冬のけんこう：13-15． 
 
大山克己・古在豊樹．2009．電気ヒートポンプの利用による園芸用施設の暖房費および CO2 

排出量の削減．農業電化 62(3): 2-7． 
 
渡辺均．2009．ローズマリーの植物学．フレグランスジャーナル社．18(1):2-5． 
 
渡辺均．2009．レモングラスの植物学．フレグランスジャーナル社．18(3):2-5． 
 
渡辺均．2009．ネロリの植物学．フレグランスジャーナル社．18(4):2-5． 
 
 
7．その他 

高野麻美・北条雅章・塚越 覚・池上文雄・萩原俊彦・中尾千草・山田浩輔・花村高行・

武永早苗・青木仁史．2009．”味“を指標とした薬膳素材としての野菜の適性評価，千葉大

学オープン･リサーチ 2009．要旨集 40． 
 
濱野恵理子・塚越 覚・小山里美・北条雅章・野田勝二・池上文雄．2009．腎臓病患者の

ための低カリウムトマト（Solanum lycopersicum）の生産，千葉大学オープン･リサーチ

2009．要旨集 39． 



 
兼子まや・山田麻美子・塚越 覚・池上文雄．2009．薬用植物の園芸的生産に関する研究

～センブリの効率的生産を目指して～，千葉大学オープン･リサーチ 2009．要旨集 41． 
 
池上文雄．2009．がん医療における漢方の役割．第 7 回ペイシェント・アクティブ・フォ

ーラム．5 月 23 日 砂防会館別館シェーンバッハ・サボー． 
 
池上文雄．2009．ペルシャ医学～香草のチカラ～．日本大学生涯学習春季講座．6 月 3 日 

日本大学生涯学習センター． 
 
池上文雄．2009．ハーブと本草の魅力．サプリメント医療薬学研究会講演会．7 月 18 日 千

葉市生涯学習センター． 
 
池上文雄．2009．薬用植物から学ぶ自然科学．サマーサイエンスキャンプ．8 月 21 日 千

葉大学環境健康フィールド科学センター． 
 
池上文雄．2009．食から健康を学ぶ．AGS サステイナビリティ戦略セミナー．8 月 28 日 

東京大学・山上会館． 
 
池上文雄．2009．養生と漢方．千葉市医師会学術講演会．10 月 21 日 千葉市総合保健医

療センター． 
 
池上文雄．2009．健康に生かす身近な薬草．柏市消費生活センター講演会．10 月 30 日 千

葉大学環境健康フィールド科学センター． 
 
池上文雄．2009．薬草と健康－自然が育む健康－．興風会長寿大学講演会．11 月 11 日 野

田市興風会館． 
 
池上文雄．2009．薬草園に学ぶ漢方－生薬と漢方薬－．埼玉県薬剤師会漢方調剤セミナー．

11 月 15 日 大宮法科大学院大学・記念講堂． 
 
池上文雄．2009．漢方事始め－生薬と漢方薬の使い方-．千葉市薬剤師会薬学実務研修会．

11 月 26 日 千葉市総合保健医療センター． 
 
池上文雄．2009．医食同源と薬膳．千葉大学カレッジリンク基礎コース．12 月 5 日 千葉

大学環境健康フィールド科学センター． 



 
池上文雄．2009．健康と薬膳－薬膳食材の研究現場から－．国際薬膳師会学術部第 4 回講

習会．12 月 9 日 品川区立総合区民会館． 
 
金子明代．2009．漢方薬入門．サマーサイエンスキャンプ．8 月 千葉大学環境健康フィ

ールド科学センター． 
 
金子明代．2009．緩和ケアにおける漢方治療～ガンと診断された時からの緩和ケア～．柏

市医師会学術講演会．4 月 柏． 
 
喜多敏明．2009．傷寒論 242～246 条．第 62 回千葉大学東洋医学自由講座．1 月 千葉． 
 
喜多敏明．2009．陽の病態について．平成 20 年度柏の葉東洋医学研究会（第 5 回）．1 月 

柏． 
 
喜多敏明．2009．プライマリケアの理念と東洋医学．第 1 回千葉漢方研究会．2 月 船橋． 
 
喜多敏明．2009．少陽病期の病態について．平成 20 年度柏の葉東洋医学研究会（第 6 回）．

3 月 柏． 
 
喜多敏明．2009．ストレス性疾患に対する漢方治療の実際．第 28 回大阪漢方談話会．4 月 

大阪． 
 
喜多敏明．2009．各種疾患に対する漢方治療の実際．第 2 回千葉漢方研究会．4 月 船橋． 
 
喜多敏明．2009．陰の病態について．平成 21 年度柏の葉東洋医学研究会（第 1 回）．5 月 

柏． 
 
喜多敏明．2009．不定愁訴に対する漢方治療の実際．第 3 回千葉漢方研究会．6 月 船橋． 
 
喜多敏明．2009．プライマリケアと漢方／今すぐ使える漢方処方．柏漢方入門セミナー．6
月 柏． 
 
喜多敏明．2009．気虚の病態について．平成 21 年度柏の葉東洋医学研究会（第 2 回）．7
月 柏． 
 



喜多敏明．2009．未病を治す東洋医学の知恵．第 4 回千葉漢方研究会．7 月 船橋． 
 
喜多敏明．2009．プライマリケアにおける漢方薬の使い方．第 10 回関東圏富山大学医学部

同窓会講演会．8 月 東京． 
 
喜多敏明．2009．気鬱の病態について．平成 21 年度柏の葉東洋医学研究会（第 3 回）．9
月 柏． 
 
喜多敏明．2009．傷寒論 251～258 条．第 63 回千葉大学東洋医学自由講座．10 月 千葉． 
 
喜多敏明．2009．ストレスにうまく対処できる漢方の考え方．柏の葉公園講演会．10月 柏． 
 
喜多敏明．2009．気逆の病態について．平成 20 年度柏の葉東洋医学研究会（第 4 回）．11
月 柏． 
 
古在豊樹．2009．こころの環境．けやきクラブ．1 月．千葉大学けやき会館． 
 
古在豊樹．2009．最近の大学と学生について．倫理法人会千葉市中央区美浜区合同．1 月

ホテルグリーンタワー幕張．  
 
古在豊樹．2009．ヤングパワームーブメント 2009 自己表現！自己実現！若い力が社会を動

かす．対談「若者にとっての夢について」．千葉・さわやか県民プラザ． 2 月 さわやか県

民プラザ内アゴラ． 
 
古在豊樹．2009．園芸環境工学研究４０年．翠葉会． 2 月 上野精養軒． 
 
古在豊樹．2009．「幸せの種」はきっと見つかる．日本種苗協会関東ブロック会．2 月．箱

根・湯本富士屋ホテル． 
 
古在豊樹．2009．「農」と「市民」を基盤にした文化・学術．カレッジリンク パイロット

コース．2 月 千葉大学環境健康フィールド科学センターシーズホール． 
 
古在豊樹．2009．維持発展可能な観光計画．NPO 観光立県支援フォーラム．千葉大学地域

観光創造センター・千葉商工会議所．3 月 千葉商工会議所会議室． 
 
古在豊樹．2009．地球環境問題と世界の貧困問題の解決をめざして ～なにかできること、



ひとつ～．千葉大学地球福祉研究センターシンポジウム．千葉大学地球福祉研究センター．

3 月 京葉銀行文化ホール． 
 
古在豊樹．2009．世界の農業・環境問題の解決に向けて私たちは何ができるか．オープン

セミナー「私たちに何ができる？21 世紀の地球の課題」．千葉大学園芸学研究科．4 月 園

芸学部 E 棟合同講義室． 
 
古在豊樹．2009．園芸生産物の高位安定生産のための諸課題．農業情報学 2009 年．5 月 東

京大学弥生講堂． 
 
古在豊樹．2009．幸福の種 講座．千葉県市原市．5 月 市原市八幡公民館． 
 
古在豊樹．2009．基調講演．一般社団法人アジア・太平洋 食・農・環境情報拠点 ALFAE．

6 月 秋葉原ダイビル． 
 
古在豊樹．2009．「地域サステナビリティーと生物多様性」．7 月 千葉県立博物館． 
 
古在豊樹．2009．「幸せの種」はきっと見つかる．戸定会埼玉県支部総会 7 月 千葉大学園

芸学部． 
 
古在豊樹．2009．21 世紀の市民としてより良く生きるには．うらやす市民大学開校記念講

演．うらやす市民大学．7 月 浦安市文化会館大ホール． 
 
古在豊樹．2009．日本における最近の温室環境研究開発の状況．中国農業大学農業建築環

境工学大学教員研修．8 月 中国農業大学生物環境工学棟（北京）． 
 
古在豊樹．2009．「幸せの種」はきっと見つかる．葛南地区教育委員会連絡協議会．8 月 浦

安市文化会館大ホール． 
 
古在豊樹．2009．医食住を融合させたサステナブルな地域づくり．柏市における国際学術

都市構築への貢献-持続可能な社会のために‐．晴耕塾サステイナビリティ･プログラム． 
9 月 千葉商科大学丸の内サテライトキャンパス（国際ビル１F）． 
 
古在豊樹．2009．“市民科学”が作り出すこれからの地域社会 ．千葉大学環境健康フィー

ルド科学センター．9 月 アーバンデザインセンター柏の葉（UDCK）． 
 



古在豊樹．2009．低炭素福祉社会の実現に貢献する植物工場 千葉大学植物工場研究会． 
10 月 千葉大学シーズホール． 
 
古在豊樹．2009．自然との共生～自分らしく生きる～．千葉県男女共同参画千葉・市原地

域推進員・ちば県民共生センター．10 月 千葉大学総合校舎 B 号館． 
 
古在豊樹．2009．創立 10 周年記念講演．生涯学習のまちづくり～食と緑と住まい． NPO
法人パートナー東葛．10 月 アミュゼ柏１階プラザ． 
 
古在豊樹．2009．ライフデザインを考える．10 月 うらやす市民大学． 
 
古在豊樹．2009．閉鎖型植物生産システムによる持続可能な植物生産（英語から日本語へ

の同時通訳）．環境健康フィールド科学センター．10 月 千葉大学シーズホール． 
 
古在豊樹．2009．最近の農業ブームと若者の意識変化．キワニスクラブ千葉．11 月 京成

ホテミラマーﾚ． 
 
古在豊樹．2009．植物工場の将来性と方向性．11 月 明治大学．  
 
古在豊樹．2009．低炭素社会の実現に向けた持続可能な植物工場の提案．日本能率協会ア

グロイノベーション 2009．11 月 幕張メッセ． 
 
古在豊樹．2009．「環境・石油・食料の制約下における低炭素福祉型植物工場を考える」．

生物資源開発センターセミナー．大阪府立大学生物資源開発センター．12 月 大阪府立大

学国際交流会館． 
 
古在豊樹．2009．千葉大学からの情報発信「農的生活」のすすめ．柏の葉アカデミア III．
千葉県生涯学習センター・芸術文化センター．12 月 さわやか県民プラザ中研修室． 
 
古在豊樹．2009．農業と市民科学～いのちと向き合う生涯学習～．さわやか県民プラザ．

12 月 さわやか県民プラザホール． 
 
古在豊樹．2009．「幸せの種」はきっと見つかる．男女共同参画社会を進める市民の会．12
月 サンプラザ市原プラザホール． 
 
松原紀嘉．2009．農業をブランド化する〜花の育種を例として〜. 群馬県講演会．2 月 3 日． 



 
松原紀嘉．2009．これからの農業について. 平成 21 年若鮎クラブ研修会講演会．8 月 26
日．群馬県藤岡市． 
 
松本毅．2009．針灸実技実践講座．(財）東方医療振興財団．4 月 東京． 
 
松本毅．2009．ランチョンセミナー 招待講演「日本のヨモギとお灸」．第 58 回全日本鍼

灸学会学術大会．6 月 埼玉． 
 
松本毅．2009．鍼灸学セミナー 「経穴と重要穴の取り方、鍼の正しい打ち方」．（財）東

方医療振興財団．9 月 東京． 
 
松本毅．2009．千葉大学カレッジリンクプログラム 専門コース．千葉大学環境健康フィ

ールド科学センター．11 月 千葉．  
 
三輪正幸．2009．｢市民科学｣が創り出すサスティナブルデザイン はちみつクラブにみる

市民科学．カレッジリンクシンポジウム記念シンポジウム（基調講演）．9 月 26 日． 
 
三輪正幸．2009．おいしく育てるユズ・キンカン．NHK 教育テレビ 趣味の園芸（講師）

11 月 22 日．  
 
三輪正幸．2009．自分自身の経歴から 農業を考える．ヤングパワームーブメント 2009（講

師・パネリスト）11 月 22 日．  
 
三輪正幸．2009．うらやすの地域コミュニティを考える．うらやす市民大学（講師）12 月

1 日．  
 
三輪正幸．2009．家庭で果物の栽培 －実例 カンキツ類－．千葉大学園芸学研究科 公

開講座 楽しいためになる果樹講座（講師）12 月 5 日．  
 
宮崎良文．2009．森林生理的リラックス効果と免疫機能向上効果．鳥取県智頭町講演．1
月 智頭病院． 
 
宮崎良文．2009．森林のセラピー効果．森林セラピー入門連続講座．1 月 佐久勤労者福

祉センター． 
 



宮崎良文．2009．住居と快適性-その生理的アプローチ．奈良県立医科大学 住居医学講座．

4 月 奈良県立医科大学． 
 
宮崎良文．2009．生理指標による感性・快適性の評価法．日本テクノセンターセミナー．4
月 日本テクノセンター研修室． 
 
宮崎良文．2009．森林セラピーの科学．学習講座．5 月 常陸太田市生涯学習センター． 
 
宮崎良文．2009．森林セラピスト．第 3 回公衆衛生大学院に関するシンポジウム．6 月 千

葉大学． 
 
宮崎良文．2009．森林浴の効果．野田市講演．8 月 野田市公民館． 
 
宮崎良文．2009．自然の力で QOL の向上をめざす．県民コミュニティーカレッジ．10 月 

山梨県立青少年センター． 
 
宮崎良文．2009．生理的快適性評価法の開発―自然セラピーを事例として．産官学連携イ

ノベーションフォーラム．11 月 東葛テクノプラザ． 
 
宮崎良文．2009．自然がもたらす快適さの不思議―森林浴のすすめ―．ア第 2 回健康大長

寿のさとづくり全国大会．11 月 京丹後市． 
 
宮崎良文・朴範鎭・李宙営・恒次祐子．2009．室内ならびにフィールド実験における生理

的快適性評価システムの開発．千葉大学オープンリサーチ 2009．10 月 千葉大学． 
 
宮崎良文・朴範鎭・李宙営・恒次祐子．2009．室内ならびにフィールド実験における生理

的快適性評価システムの開発．産官学連携イノベーションフォーラム．11 月 東葛テクノ

プラザ． 
 
宮崎良文・朴範鎭・李宙営・恒次祐子．2009．室内ならびにフィールド実験における生理

的快適性評価システムの開発．アグリビジネス創出フェア．11 月 幕張メッセ． 
 
朴範鎭・松永慶子・大野直樹・武地彰子・片千秋・臼木雅子・武田真紀・青山恭久・関俊

和・宮崎良文．2009．病院屋上森林環境がもたらす生理的リラックス効果．千葉大学オー

プンリサーチ 2009．10 月 千葉大学． 
 



朴範鎭・松永慶子・大野直樹・武地彰子・片千秋・臼木雅子・武田真紀・青山恭久・関俊

和・宮崎良文．2009．病院屋上森林環境が要介護高齢者に及ぼす生理的リラックス効果．

産官学連携イノベーションフォーラム．11 月 東葛テクノプラザ． 
 
朴範鎭・李宙営・恒次祐子・宮崎良文．2009．森林浴の生理的快適性増進効果―全国 35 か

所のフィールド実験から．産官学連携イノベーションフォーラム．11 月 東葛テクノプラ

ザ． 
 
朴範鎭・松永慶子・大野直樹・武地彰子・片千秋・臼木雅子・武田真紀・青山恭久・関俊

和・宮崎良文．2009．病院屋上森林環境が要介護高齢者に及ぼす生理的リラックス効果．

アグリビジネス創出フェア．11 月 幕張メッセ． 
 
李宙営・朴範鎭・恒次祐子・大平辰朗・松井直之・原田喜秀・池田均・鈴木康史・生沼玲・

宮崎良文．2009．木造住宅の生理的快適性増進効果．産官学連携イノベーションフォーラ

ム．11 月 東葛テクノプラザ． 
 
李宙営・朴範鎭・恒次祐子・大平辰朗・松井直之・原田喜秀・池田均・鈴木康史・生沼玲・ 
宮崎良文．2009．木造住宅の生理的快適性増進効果．アグリビジネス創出フェア．11 月 幕

張メッセ． 
 
李宙営・朴範鎭・恒次祐子・大平辰朗・松井直之・原田喜秀・池田均・鈴木康史・生沼玲・

宮崎良文．2009．木造住宅の生理的快適性増進効果．千葉大学オープンリサーチ 2009．10
月 千葉大学． 
 
野田勝二．2009．市民が作った柏の環境レポート 第 1 編（生活環境編）水質・大気・振

動・騒音・悪臭・土壌汚染・廃棄物とリサイクル． かしわ環境ステーション運営協議会編

集・発行． 
 
野田勝二．2009．2009 月 24 日（土）．第 19 回園芸療法勉強会．フロアディスカッション

パネリスト．於：船橋市勤労市民センター． 主催：NPO 法人園芸療法勉強会（HTW）． 
 
野田勝二．2009．2009 年 8 月 30 日（日）．第 18 回園芸療法勉強会．「千葉大学柏の葉キ

ャンパスの取り組み」講演．於：千葉大学環境健康フィールド科学センター． 主催：NPO
法人園芸療法勉強会（HTW）． 
 
野田勝二．2009．2009 年 3 月 15 日（日）．センター公開発表会「環境科学と健康科学の融



合」．座長・運営．於：柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）． 主催：千葉大学環境

健康フィールド科学センター・千葉大学サステイナビリティ学アソシエーション（CARSS）． 
 
野田勝二．2009．2009 年 3 月 14 日（土）．シンポジウム「柏で起こったゲリラ豪雨被害と

市民の取組み」．公園・運営．於：柏市中央公民館講堂． 主催：かしわ環境ステーション・

柏市． 
 
野田勝二．2009．2009 年 2 月 28 日（土）第 16 回園芸療法勉強会．「園芸福祉の活用」講

演・パネルディスカッション．於：千葉市ハーモニープラザ． 主催：NPO 法人園芸療法

勉強会（HTW）． 
 
野田勝二．2009．2009 年 2 月 21 日（土）．千葉大学 柏の葉カレッジリンク・プログラム 

パイロットコース講師．「柏の葉キャンパスにおける CO2 収支」」， 「市民による市民のた

めの環境づくり」．於：千葉大学環境健康フィールド科学センター シーズホール． 
 
野田勝二．2009．千葉大学 柏の葉カレッジリンクプログラム 2009 前期専門 A コースコ

ーディネータ．「環境サステイナブルデザイン」． 
 
野田勝二．2009．千葉大学 柏の葉カレッジリンクプログラム 2009 後期専門コースコー

ディネータ．「健康サステイナブルデザイン」． 
 
小原 均．2009．見る緑・さわる緑・食べる緑・つくる緑．カレッジリンク・プログラム'08
年度パイロットコース．1 月 24 日．千葉大学環境健康フィールド科学センター． 
 
小原 均．2009．見る緑・さわる緑・食べる緑・つくる緑．カレッジリンク・プログラム'09
年度前期概論コース．6 月 20 日．千葉大学環境健康フィールド科学センター． 
 
小原 均．2009．遊休農地と生産緑地の活用．カレッジリンク・プログラム'09 年度前期専

門 A コース．7 月 4 日．千葉大学環境健康フィールド科学センター． 
 
小原 均．2009．家庭で果物の栽培－総論－．公開講座「楽しい、ためになる果樹講座」．

10 月 24 日．千葉大学園芸学部． 
 
近江慶光．2009．植物の観察―樹木編―.千葉大学講習会．8 月 6 日 千葉県まちづくり公社・

千葉大学.千葉県立柏の葉公園． 
 



近江慶光．2009．庭木の管理.千葉大学講習会．8 月 26 日 千葉県まちづくり公社・千葉大

学.千葉県立柏の葉公園． 
 
近江慶光．2009．庭木の管理.流山市シルバー人材センター講習会．10 月 25 日 流山市シ

ルバー人材センター.流山市公民館． 
 
近江慶光．2009．植栽から造園の歴史を調べる.松戸市市民講座．11 月 7 日 ．松戸市生涯

学習センター.千葉大学園芸学部． 
 
近江慶光．2009．都市内緑地の保全政策.国分川調整池を育む会．11 月 14 日 市川市.国分

中学校． 
 
角野めぐみ．2009．漢方調剤と服薬指導の実際．第 62 回千葉大学東洋医学研究会自由講座．

1 月 22 日． 
 
角野めぐみ．2009．医食同源と薬膳．カレッジリンク 2008 年度パイロットコース．1 月

24 日．  
 
角野めぐみ．2009．医食同源と薬膳．カレッジリンク 2009 年度前期概論コース．6 月 20
日． 
 
角野めぐみ．2009．漢方薬の歴史と考え方．カレッジリンク 2009 年度後期専門コース．

12 月 5 日． 
 
戸髙恵美子．2009．ケミレスタウンとは． 千葉大学予防医学センター公開セミナー．7
月 11 日、千葉大学環境健康フィールド科学センター・ケミレスタウン． 
 
戸髙恵美子. 2009. Chemiless Town Project – Town Planning for Future Generations．
International Workshop on Health, Environment and Town/Life Planning for 
Sustainable Welfare Society．10 月 15,16 日、千葉大学環境健康フィールド科学センター・

シーズホール. 
 
戸髙恵美子．2009．シックハウス症候群の定義と現状～予防原則の必要性～．平成 21 年度

化学物質の少ない室内環境作りに関する講演会．7 月 3 日、東京都庁第一庁舎． 
 
戸髙恵美子．2009．ケミレスタウンとは．千葉大学予防医学センター公開セミナー．10 月



24 日、千葉大学環境健康フィールド科学センター・ケミレスタウン． 
 
戸髙恵美子．2009．シックハウス症候群の定義と現状－予防原則の必要性－．シックハウ

ス症候群を知っていますか？－基礎知識から人材育成まで－ 平成 21年度厚生労働科学特

別研究事業講座．11 月 17 日、千葉大学環境健康フィールド科学センター． 
 
戸髙恵美子．2009．環境改善と予防医学．千葉大学柏の葉カレッジリンク．11 月 21 日、

千葉大学環境健康フィールド科学センター． 
 
戸髙恵美子．2009．化学物質の健康影響. 第 6 回お茶の水アカデミアシンポジウム「落ち

着いて考える子どもの健康」．11 月 27 日、中央大学駿河台記念館． 
 
戸髙恵美子．2009．未来世代のためのまちづくり ケミレスタウン・プロジェクト．第 7
回日本予防医学会学術総会．12 月 12, 13 日、千葉大学けやき会館． 
 
森 千里・戸髙恵美子 Our strategic projects on human health effects induced by 
chemical exposure.  June 5. College of Medicine, Inje University, Korea.  
 
森 千里・戸髙恵美子・深田秀樹．2009．Epigenetic alteration induced by fetal and 
neonatal exposure to retinoic acid and an endocrine disruptor, DES (diethylstilbestrol). 
18th Lake Shirakaba conference, Copenhagen, Denmark. 
 
徳山郁夫．2009．“命”と向き合う生涯学習．シンポジウム．12 月 13 日 さわやか千葉県

民プラザ． 
 
徳山郁夫．2009．スポーツに学ぶ～映像で学ぶ教養～（生きがいづくり講座）．10 月 22 日

－12 月 10 日（5 回） さわやかちば県民プラザ． 
 
徳山郁夫．2009．われわれは子どもをどこに連れて行くのか．12 月 4 日 千葉県立流山お

おたかの森高等学校． 
 
徳山郁夫．2009．健康と生涯学習．12 月 3 日 千葉県立柏の葉公園． 
 
徳山郁夫．2009．コミュニティーづくり．6 月 4 日．柏市生涯学習課． 
 
徳山郁夫．2009．ファシリテーションと指導．7 月 9 日．こどもと親のサポートセンター



（松戸市高木小学校）． 
 
徳山郁夫．2009．学級経営とコミュニケーション（研修講師）．7 月 31 日．船橋市教育委

員会． 
 
徳山郁夫．2009．コミュニケーションを体験学習で学ぶ（研修講師）．9 月 28 日 柏市保

健福祉部職員研修． 
 
徳山郁夫．2009．アナログからデジタルへ（体験学習法）．教員免許更新講習．8 月 5 日－

8 月 8 日（3 回）． 
 
徳山郁夫．2009．プロフェッショナルの指導（コーチ研修講師）．4 月 9 日．ジェフユナイ

テッド市原･千葉． 
 
徳山郁夫．2009．柏市福祉を担う人材育成講座．5 月 14 日－（12 回／年）．千葉大学･柏

市保健福祉部． 
 
徳山郁夫（コーディネーター）．2009．「１Q84」を母権制で読み解く（講師：松田義幸）． 

カレッジリンク特別講座準備勉強会．10 月 25 日． 
 
徳山郁夫（コーディネーター）．2009．なぜ魔女は山羊が好きか（講師：松田義幸）．カレ

ッジリンク特別講座準備勉強会．11 月 22 日． 
 
徳山郁夫．2009．我、いかに生きるべきか（生きがいづくり講座）． 1 月 8 日－3 月 12 日

（3 回）．さわやかちば県民プラザ． 
 
徳山郁夫．2009．人と人のつながりもう一度考え直してみませんか？．柏生活クラブ･柏市

消費者の会（柏アミュゼ）．2 月 10 日． 
 
徳山郁夫・朴範鎭・李宙営・高梨美奈・徳山美知代・石原秀恭・上野武・高垣美智子・宮

崎良文．2009．心拍変動性を用いたコミュニケーション時の生理的変化の解明．産官学連

携イノベーションフォーラム．11 月 東葛テクノプラザ． 
 
徳山郁夫・朴範鎭・李宙営・高梨美奈・徳山美知代・石原秀恭・上野武・高垣美智子・宮

崎良文．2009．心拍変動性を用いたコミュニケーション時の生理的変化の解明．千葉大学

オープンリサーチ 2009．10 月 千葉大学． 



 
徳山郁夫・朴範鎭・李宙営・高梨美奈・徳山美知代・石原秀恭・上野武・高垣美智子・宮

崎良文．2009．心拍変動性を用いたコミュニケーション時の生理的変化の解明．アグリビ

ジネス創出フェア．11 月 幕張メッセ． 
 
徳山郁夫・高梨美奈．2009．Humanics．千葉大学・柏市 福祉を担う人材育成講座テキス

ト．（テキスト） 
 
渡辺均・渡邉榮樹．2009. 育成装置．特願 2009－16150.（特許） 
 
渡辺均・金辰也．2009. Helichrysum Mill. Corr. Peres.  CF1. 農林水産省品種登録第

23673 号．（品種登録） 
 
渡辺均・金辰也．2009. Helichrysum Mill. Corr. Peres.  CF2. 農林水産省品種登録第

23674 号．（品種登録） 
 
渡辺均・金辰也．2009. Helichrysum Mill. Corr. Peres.  CF3. 農林水産省品種登録第

23675 号．（品種登録） 
 
渡辺均．2009．持続可能な緑の環境づくり．カレッジリンク．2 月 21 日 フィールドセン

ターシーズホール． 
 
渡辺均．2009．～育種を行うための基本～．「花卉育種」基礎セミナー．7 月 13 日．千葉

県．フィールドセンターシーズホール． 
 
渡辺均．2009．千葉大学の取り組みと植物ビジネスの可能性．8 月 29 日 山形県新庄市． 
 
渡辺均．2009．千葉大学における花卉・苗生産ビジネスの新たな展開．中間法人ディレク

トホース．9 月 9 日 フィールドセンターシーズホール． 
 
渡辺均．2009．健康機能性植物生産の需要と動向（千葉大の取り組み）．新庄特産園芸作物

振興セミナー．11 月 6 日 山形県新庄市． 
 
渡辺均．2009．新庄最上地域における健康機能性植物生産（有望な品目と産地化の可能生）．

新庄特産園芸作物振興セミナー．11 月 7 日 山形県新庄市． 
 



渡辺均．2009．持続可能な緑の環境づくり．カレッジリンク．12 月 19 日 フィールドセ

ンターシーズホール． 
 


